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中
央
本
部
は
、
２
０
２
０
年
２
月
７
日（
金
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組

第
38
回
中
央
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
冒
頭
、
上
村
委
員
長
は
、「
労
働
組
合
の
原
点
は
、助
け
合
い
、支
え
合
い
で
あ
る
」と
改
め
て
確

認
し
た
。質
疑
で
は
、原
点
に
立
ち
返
り
、「
安
全
」「
春
闘
」「
賃
金
昇
進
制
度
」「
要
員
」「
働
き
方
改
革
」等
に
つ
い
て
、
活
発
で
真
摯
な

議
論
が
展
開
さ
れ
、
議
事
・
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

●
紀
勢
線
「
御
坊
駅
」
の
脱
線

や
東
海
道
線
「
安
土
駅
」
の
感

電
な
ど
、
多
数
の
事
象
を
発
生

さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
注
意
事
象

も
減
っ
て
い
な
い
。
何
か
し
ら

の
背
後
要
因
が
存
在
し
て
い
る

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　

主
管
部
に
は
、
目
線
を
現
場

に
合
わ
せ
、
現
場
の
実
態
を
把

握
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

グ
ル
ー
プ
・
協
力
会
社
の

方
々
が
従
事
す
る
現
場
に
目
線

を
置
き
、
事
象
発
生
の
背
景
を

見
つ
け
る
体
制
の
構
築
を
望

む
。

　

支
社
・
現
場
レ
ベ
ル
で
は
、

本
質
の
リ
ス
ク
を
議
論
で
き
る

体
制
を
あ
ら
た
め
て
構
築
す
る

と
と
も
に
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ

ル
ー
プ
で
働
く
全
組
合
員
が
安

心
し
て
業
務
に
専
念
で
き
る
環

境
づ
く
り
に
向
け
、
現
場
労
使

間
で
し
っ
か
り
と
議
論
し
た
い

と
考
え
る
。

●
働
き
方
改
革
に
つい
て
、年
々
、

業
務
の
仕
組
み
や
シ
ェ
ア
、持
ち

替
え
な
ど
の
工
夫
に
よ
り
、改

善
が
図
ら
れ
て
い
る
。し
か
し
、

「
時
間
外
労
働
が
増
え
る
こ
と
が

悪
い
」と
い
っ
た
考
え
方
が
無
く

な
ら
な
い
限
り
、
真
の
働
き
方

改
革
と
は
言
え
な
い
。

●
主
管
部
が
グ
リ
ッ
プ
し
て
い

る
規
定
類
や
業
務
フ
ロ
ー
に
つ

い
て
は
、
支
社
で
の
改
善
が
困

難
。
安
全
が
担
保
さ
れ
、
か
つ

簡
素
で
守
り
や
す
い
安
全
な

ル
ー
ル
の
策
定
を
要
望
す
る
。

●
20
春
闘
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
工
務
関
係
職
場
の
列
車
見

張
員
手
当
て
の
新
設
、
作
業
責

任
者
手
当
て
の
増
額
を
強
く
求

め
る
。

●
Ｃ
層
組
合
員
の
夜
間
当
直
業

務
で
の
当
務
駅
長
手
当
の
新

設
、
動
物
遺
骸
処
理
手
当
て
の

改
善
を
求
め
る
。

●
２
月
19
日
〜
20
日
に
か
け
、

第
11
回
綱
引
き
大
会
を
主
管
さ

せ
て
い
た
だ
く
。
会
場
の
熱
気

が
本
部
闘
争
委
員
会
に
届
く
よ

う
、
準
備
地
本
と
し
て
万
全
の

体
制
で
お
出
迎
え
す
る
こ
と
を

お
誓
い
す
る
。

●
安
全
の
確
立
に
つ
い
て
、
昨

年
度
は
４
件
の
死
亡
労
災
を
発

生
さ
せ
、
今
年
度
も
一
歩
間
違

え
ば
、
死
亡
労
災
事
故
に
繫
が

り
か
ね
な
い
危
険
な
触
車
・
感

電
・
墜
落
・
待
避
不
良
を
相
次

い
で
発
生
さ
せ
て
い
る
。

　

福
岡
地
本
で
は
、
１
月
26
日

に
、
安
全
学
習
会
を
開
催
し
、

ご
遺
族
様
担
当
を
さ
れ
て
い
る

小
澤
支
社
長
か
ら
貴
重
な
講
演

を
賜
っ
た
。

●
２
０
１
９
年
度
通
期
の
業
績

予
想
で
は
、
対
前
年
比
プ
ラ
ス

47
億
円
の
１,
５
５
５
億
円
と

過
去
最
高
の
営
業
利
益
が
見
込

ま
れ
、
満
額
回
答
の
春
闘
結
果

を
期
待
し
た
い
。

２
０
２
０
年
３
月
期
の
株
主
へ

の
１
株
あ
た
り
の
年
間
配
当
額

は
、
昨
年
の
１
７
５
円
か
ら
プ

ラ
ス
15
円
の
１
９
０
円
と
増
配

当
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
発
行

済
の
株
式
が
お
よ
そ
２
億
株
。

15
円
×
２
億
株
と
し
て
、
昨
年

比
約
30
億
円
の
会
社
持
ち
出
し

と
な
る
。
額
に
汗
し
て
懸
命
に

業
務
に
励
ん
で
い
る
組
合
員

へ
、
株
主
と
同
等
の
還
元
は
至

極
当
然
だ
と
考
え
る
。

●
昨
年
の
春
闘
で
は
、
特
急
通

勤
対
象
区
間
の
拡
大
を
勝
ち

取
っ
て
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し

上
げ
る
。

　

昨
年
に
引
き
続
き
、職
務
乗

車
証
、
通
勤
定
期
券
に
つ
い

て
、
強
く
要
請
す
る
。

●
賃
金
昇
進
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組
の
運
動

の
柱
で
あ
る
企
画
提
案
運
動
を

分
会
単
位
で
実
践
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
捉
え
、
２
月
９
日
に

開
催
す
る
支
部
分
会
代
表
者
会

議
を
キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
と
し
、
定
年
延
長
や
退
職
金

制
度
の
在
り
方
、
職
制
や
責
任

に
見
合
っ
た
賃
金
な
ど
、
将
来

を
見
据
え
た
議
論
を
通
じ
て
分

会
活
動
活
性
化
の
き
っ
か
け
と

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

●
安
全
に
つ
い
て
、一
歩
間
違
え

れ
ば
死
亡
労
災
に
繋
が
り
か
ね

な
い
、重
大
労
災
が
多
発
し
た
。

特
に
電
気
部
門
に
お
い
て
は
、安

全
対
策
や
技
術
継
承
を
見
直
す

大
き
な
転
換
期
と
な
っ
て
い
る
。

現
場
視
点
で
実
効
性
の
あ
る
対

策
に
な
っ
て
い
る
か
、施
策
実
行

が「
期
日
あ
り
き
」に
な
っ
て
い

な
い
か
を
、一
歩
立
ち
止
ま
っ
て

考
え
、伝
え
て
い
き
た
い
。

●
業
務
に
つ
い
て
、
本
社
総
支

部
は
、「
働
き
方
改
革
」
を
運
動

方
針
の
主
要
課
題
と
位
置
付

け
、
今
年
度
36
協
定
は
、
健
康

増
進
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
充
実
を
目
指
し
、
本
社
の

22
時
退
社
促
進
の
取
り
組
み
を

労
使
で
確
認
し
、
実
行
し
て
き

た
。
昨
年
比
で
深
夜
帯
に
及
ぶ

勤
務
実
態
者
数
が
約
６
０
０
名

減
少
し
て
い
る
。

　

一
方
、
業
務
量
が
一
向
に
減

ら
ず
苦
慮
し
て
い
る
と
の
声
も

あ
る
。
業
務
を
円
滑
に
進
め
る

た
め
に
、
業
務
上
の
「
確
認
会

話
」
を
労
使
で
確
認
し
、
来
年

度
36
協
定
を
締
結
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
部
〜
会
社
間
の
36

協
定
の
基
本
す
り
合
わ
せ
を
、

春
闘
と
は
切
り
離
し
前
広
に
議

論
し
て
頂
き
、
早
め
に
地
方
に

落
と
し
て
い
た
だ
く
事
を
強
く

要
請
す
る
。
本
社
営
業
本
部
直

轄
と
な
る
組
織
改
正
の
方
向
修

正
等
を
会
社
と
議
論
し
て
い
き

た
い
。

●
賃
金
昇
進
制
度
改
正
が
、「
答

え
あ
り
き
」
の
マ
イ
ナ
ー
チ
ェ

ン
ジ
や
、
形
だ
け
で
は
終
わ
ら

ず
、
組
合
員
全
員
が
、
自
分
ゴ

ト
化
し
、
積
極
的
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
組
合
員
全
員
を
対
象

に
、ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、分
会

単
位
で
の
意
見
集
約
を
行
う
予

定
で
あ
る
。

●
間
接
部
門
に
お
け
る
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
行
為
が
ま
だ
ま
だ
散
見

さ
れ
る
。「
パ
ワ
ハ
ラ
は
絶
対
に

許
さ
な
い
！
怒
り
の
緊
急
職
場

集
会
」を
、
約
１
５
０
名
参
加

の
も
と
実
施
し
、
会
社
に
対
し

て
我
々
の
意
思
を
し
っ
か
り
示

す
こ
と
が
で
き
た
。

●『
広
島
エ
キ
キ
タ
支
店
」や
貸

切
営
業
セ
ン
タ
ー
」の
開
設
。瀬

戸
内
D
C
に
合
わ
せ
た
広
島
港

へ
の
新
ル
ー
ト
、広
島
か
ら
竹
原

方
面
と
岩
国
方
面
へ
の
定
期
観

光
バ
ス
、福
井
・
金
沢
・
富
山
線

「
百
万
石
ド
リ
ー
ム
広
島
号
」の

運
行
開
始
。西
日
本
豪
雨
被
災

の
芸
備
線
の
下
深
川
〜
三
次
の

代
行
輸
送
終
了
に
よ
る
負
担

減
。年
末
年
始
の
利
用
も
、対
前

年
１
０
６
％
と
好
調
に
推
移
す

る
な
ど
、収
益
増
の
努
力
を
し
て

き
た
。

　

し
か
し
、貸
切
り
バス
の
減
収
、

経
費
増
で
、上
期
の
決
算
で
は
減

収
減
益
、第
３
四
半
期
で
は
赤
字

に
転
落
し
て
い
る
。

●
今
年
の
春
闘
は
、ベ
ア
は
も
ち

ろ
ん
、55
歳
以
降
の
基
本
給
調
整

率
の
撤
廃
も
必
ず
実
現
さ
せ
た

い
。●安

全
安
定
輸
送
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
は
、豪
雨
災
害
で
の
代

行
輸
送
で
は
中

国
地
方
の
み
な

ら
ず
、近
畿
地

方
、Ｊ
Ｒ
バ
ス
関

東
や
Ｊ
Ｒ
北
海
道
バ
ス
に
も
、広

範
囲
の
代
行
輸
送
を
お
願
い
し

た
。昨
年
の
台
風
で
は
、Ｊ
Ｒ
両

毛
線
の
代
行
輸
送
に
３
両
６
名

以
上
の
乗
務
員
が
栃
木
ま
で
出

陣
し
た
。

●
昨
年
12
月
に
開
催
さ
れ
た
、

第
３
回
全
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
グ
ル
ー
プ

運
転
競
技
会
で
は
、高
速
線
の
部

で
優
勝
。一
般
線
の
部
で
銀
賞
を

受
賞
。し
か
し
、そ
の
授
賞
式
直

後
、当
社
の
広
島
空
港
リ
ム
ジ
ン

バ
ス
が
、志
和
ト
ン
ネ
ル
で
、多
重

事
故
を
発
生
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
の
緊
急
時
の
体
制
作
り
も

急
務
で
あ
る
と
痛
感
し
た
。

●
経
路
間
違
え
や
寝
過
ご
し
に

よ
る
発
車
遅
れ
、休
憩
地
で
お
客

様
を
置
い
て
行
く
な
ど
、確
認
し

て
い
れ
ば
防
げ
た
事
象
も
目
立
っ

て
き
た
。

●
自
動
車
連
絡
会
で
、国
土
交

通
省
自
動
車
局
と
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。

●
国
労
も
４
名
と
な
り
、組
織

率
は
99
%
を
誇
っ
て
い
る
。中
バ

ス
地
本
主
催
の
研
修
会（
役
員

勉
強
会
）を
実
施
し
た
。

ＪＲ西労組第38回中央委員会（発言集約）ＪＲ西労組第38回中央委員会（発言集約）ＪＲ西労組第38回中央委員会（発言集約）ＪＲ西労組第38回中央委員会（発言集約）

全
体
質
疑

小
林
委
員
（
本
社
総
支
部
）

施
策
実
行
が「
期
日
あ
り
き
」

　
　
　
　
　

に
な
っ
て
い
な
い
か

現
場
に
目
線
を
置
い
て

脇
村
委
員
（
和
歌
山
地
方
本
部
）

収
益
増
の
努
力
の
種
は
い
つ
花
開
く
？

田
部
委
員
（
中
国
J
R
バ
ス
地
方
本
部
）

特集

株
主
と
同
等
の
還
元
は
当
然

大
戸
委
員
（
福
岡
地
方
本
部
）

原
点
に
立
ち
返
り
、安
全
の
向
上
と

組
織
の
強
化
を
図
り
、魅
力
と
求
心
力
の
あ
る

Ｊ
Ｒ
西
労
組
を
築
こ
う
！


